
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

の道に戻れるように接してくれるのが友達です。ですから、あなたの周りに
いる人たちに伝えて、その人が立ち返るなら、たとえ7回失敗したとしても「あ
なたは赦せ」と言われます。それでも立ち返らなければ、それは死体である
という意味です。ですから、私たちはつまずいたままになるのではなく、同
調するでもなく、聞いたことが真実かを見極める必要があります。そのため
には、片方の耳を塞ぎ、神様は何と言っているのかを聴かなければなりません。
それは、私が赦すためです。

　当たり前のように明日が来るわけではありません。私たちは誰かに同調し、
偽りの情報を広げていくのではなく、祈りのネットワークを広げていかなけ
ればなりません。私たちを狙っているものは背後からやってきます。ですから、
私たちは終わりの時代に気を付けなければなりません。
　ユダヤ人たちは神の国（17:20）を待ち望んでいましたが、イエス様をメ
シアとして受け入れることができませんでした。神の国はどこにあるか？と
尋ねる彼らに対して、イエス様は『あなたがたのただ中にあるのです』
（17:21）と言われました。イエス様は、愛し赦すために来られ、病を癒し、人々
を悔い改めに導かれます。しかし、私たちが今のやり方を続けていたら、イ
エス様が目の前に来た時に気づくことができるでしょうか？ 天の恵みは自分
でつかむもの、奪い取るものと言われますが、それらを奪っていくものに奪
い続けられていないでしょうか。

　今の時代、私たち異邦人は神様に祈り、神様を感じることが赦されています。
しかし、後にはそれができなくなると書かれています。（17:22）そしてこれ
から先、正しいことを言うリーダーがたくさん出てきますが、私たちはその
言葉を聞いて、「それはイエス様が言っているか？」「聖書に書いてあるか？」
と見極める必要があります。（17:23）『人はうわべを見るが、主は心を見る』
（1 サムエル 16:2）とあるように、私たちがリーダーを選ぶのならば、サウ
ルではなくダビデを選ばなければいけません。
　人の子の日に起こることは、ノアの日のようだと言われています。
（17:26）ノアの周りの人たちはどうだったでしょうか？　神様の声に聴き従
うノアをバカにし、最後には滅びました。ロトの日、ロトの妻は過去に戻ろ
うとしたため塩の柱になりました。（17:27）人の子が顕れるのはそのような
時です。まさしく今です。『自分のいのちを救おうと努めるものはそれを失い、
それを失うものはいのちを保ちます』（17:33）本物か偽物かを選ばれるとき
がきます。（17:34,35）しかし、私たちはまだ『それは、どこでですか？』
（17:37）と自分の目線で見ています。神様は私たちを愛しているので、私た
ちが見ているところが違うなら「それではいけない」と言います。そう言わ
れた時、私たちはどうするかを考えなければなりません。神様は、あなたの
手が、あなたの目が、あなたをつまずかせるなら、ゲヘナに投げ込まれたほ
うがましですと言われます。（マタイ18：6-9）

 

来週の奉仕者
（3月２４日）

今週は…詩篇55：1～詩篇60：12

　～リビングライフより～

「御言葉にもどる平安」「御言葉にもどる平安」

（ ２０２４ 年３月１０日 ） 

（要約者：岡本 享子）

　今週のリビングライフは、詩篇55篇から60篇になります。今週の真ん中・
水曜日には57篇になります。『暗い穴の中で輝いたビジョン、国々であがめ
られる主の栄光』という題で語られています。最初に「滅ぼすな」の調べで
…と、書かれています。この表題は58・59・75篇にもあり、イザヤ書65：8「そ
れをそこなうな。その中に祝福があるから」と関連したぶどう摘みの歌曲と
する解釈や、Ⅰサム26：9でダビデがアビシャイに「殺してはならない」と言っ
たことと関連させる解釈があります。また「洞窟にいたときに」は 142 篇
にも付けられています。この時の状況は、サウルから逃れて洞窟にいたⅠサ
ム22：1か24：3と考えられます。
　1節の最後に「私は御翼の陰に身を避ける」とあります。これは「信頼します」
ということばと同義で、すでに詩篇 2：12 において「幸いなことよ。すべ
て主に身を避ける人は」と書かれていました。天地を覆う神の恵みとまこと
の翼が自分を守っていることを確信するものです。ひな鳥が親鳥の翼に身を
避ける状態を表現しています。
ダビデは、サウルから、猛獣に追跡されているような、また槍と矢の歯、鋭
い剣の舌で追い詰められているような攻撃にあい、命を奪われる危険な状況
にありました。望みを失うような状況でした。そんな状況にもかかわらずダ
ビデは１節で「まことに、滅びが過ぎ去るまで」と言っています。ダビデは、
この危機がいつまでも続くものとは思っていないのです。必ず「過ぎ去る」
ものであると理解しています。
　私たちは、希望が持てない時、いつまでこんな状況が続くのかと悩むこと
があります。しかし、そこで過ぎ去るという見通しを持てたら、もうひと踏
ん張り！となりますよね。ダビデの場合、そうこうしていると、6 節「彼ら
は私の前に穴を掘り、自分でその中に落ちました」となります。これは、ダ
ビデが、サウルの手から逃れようと隠れていた洞穴に、サウルが用を足しに
入ってきた出来事を言っているのかもしれません。サウルはダビデを追い詰
めていました。だからダビデは、上記のように望みを失う状況だったのです。
それが、まさかの逆転劇が起こったのです。ダビデが部下を制することがな
ければ、サウルはその場で殺されていたでしょう。私たちが思っている窮地
は神の目からすると窮地とならないことがあります。たとえ罠がしかけられ
たとしても、神がお許しにならない限り、その罠が機能することはないので
す。むしろ、罠をしかけた敵が自ら罠にひっかかることが起こる…このこと
が 57 篇を通して語られています。ですから主にあって自分のたましいは揺
るがないと告白し、日々勇敢に歩んでいきましょう。

牧 一穂 先生
牧 唯恵 伝道師
西嵜 芳栄 伝道師 
西嵜 真由美
河島 弘子

27 日    中島栄子
27 日    高橋奈津江
30 日　永井証
30 日　岩崎まり子
31 日    坂本恭子
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　今年、教会に与えられたテーマは「変貌」と「變遷」です。大きく変え
られていくこと、少しずつ造り変えられていくこと、この２つのテーマで
進んでいます。変わろうとするときには多くの葛藤や試練があります。し
かし、それを乗り越えて変わろうとするとき、神様が素晴らしい栄光を顕
してくださいます。私たちの人生に逆境があっても、大波が押し寄せるよ
うなことがあっても、間違った道に行かないようにいつも心が平安である
ように祈りましょう。

　現在、世界の人口は 80 億人と言われています。その中で 1 人の人が 6
人の人をたどっていくと、世界中の人と繋がることができると言われ、こ
れを「6次のへだたり」と言います。2018年8月、ワシントン大学のラヂュッ
シュ・ラオ教授は、「キャンパス内にいる学生に念じたら、その学生はどの
ような行動をするか」という実験をしました。実験の結果、彼が念じたと
ころ、学生の大半がいつもはとらない行動をとったことが証明されました。
　このように、私たちが強く念じる想いは近くの人に伝わっていきます。
この念じることを聖書では「祈り」と言っています。私たちが願い、祈り、
行動するときに奇跡が起こるということは科学的にも証明されているので
す。ですから、被災地で苦しんでいる人、遠く離れた外国にいる人たちも、
私たちの 6 人先の友達です。私たちが彼らのことを祈り、願うならば、必
ずそれは届きます。しかし、和解を願わず、いつまでも憎んでいるなら、
その憎しみはいつまでもその人に影響を与えます。今、私たちは何を願い、
祈りますか？

　戦前の日本では、生活の中にアメリカ文化が当たり前にあり、人々は自
由に行き来していました。しかし、ある日突然、戦争が始まり「憎き米兵！」
とアメリカは敵となりました。ウクライナとロシアの戦争も “まさか戦争
はしないだろう” と多くの人が思っていましたが、突然それは始まりました。
世界の情勢も大国の動きも「そうはならないのではないか」と言われてい
ましたが、今、起こっています。しかし、聖書を見ると『これらは必ず起
こることです。気をつけて、あわてないようにしなさい。』（マタイ 24：6）
と書いてあります。
　私たちは当たり前のように明日が来ると思っています。しかし、当たり
前と思っていることは当たり前ではありません。ルターが「明日、世界が
滅亡しようとも今日私はリンゴの木を植える」と言ったように、私たちは
祈り続け、奇跡が起こると信じて行動する必要があります。

　ルカ 17章を 2週にわたり見てきましたが、つまずきの話のあとにツァラ
トに冒された人々の話があり、今日の聖書箇所に入ります。当時、ツァラ
トは非常に強い皮膚病だったので、それにかかった人は遠くに隔離されて
いました。聖書を読むと、サマリア人を差別していたユダヤ人も彼らと一
緒にいたことがわかります。ユダヤ人にとってサマリア人と同じ場所にい
るなど考えられないことでしたが、不治の病という大きな問題を目の前に
したとき、それまでの価値観や自分が大切にしてきたことは関係なくなり
ました。私たちは痛みをとおして本来の自分の姿を見返すことができます。
だからこそ、これから後に起こることの前に、私たちが持ってしまった間
違った価値観を置いて、神様が願われている和解、愛、赦しを思い起こす
ようにと聖書は伝えています。
　この時代、十字架の贖いは多くの人にはふせられていました。しかし終
わりの時には、すべての人が救い主イエス・キリストだと理解するときが
来ます。だから今、多くの人がわからないイエス様の十字架で、あなたた
ちは本来の自分に戻りなさいと言われています。イエス様は人間の罪を癒
すところから公生涯を進められました。しかし、この世の価値観はイエス
様が不治の病を癒したときもメシアであることを否定し、10 人の人が癒さ
れたにもかかわらず信じず、イエス様を十字架にかけました。これが「つ
まずき」です。人はつまずくと、立ち直るところに向かうことがなかなか
できません。『死体のあるところに、そこに、はげたかが来ます』（17:37）
この死体とは、つまずいた人の行き着く先ということです。

　私たちが教会に集い、多くの人間関係をもっているのはなぜでしょうか？
それは、私たちがつまずかないためです。私たちは自分の都合のよいこと
を言ってくれる人、自分の言うことを聞いてくれる人が好きです。しかし、
聖書は「それらは本当の友ではない」と言います。『鉄は鉄によってとがれ、
人はその友によってとがれる。』（箴言 27：17）とあるように、友達とはた
だの同調者ではありません。私たちが同調できないことを愛で伝え、本来
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さいごに

21 日   浅本小百合
23 日   藤原靖子
24 日   泉水浩
25 日   小川節子
26 日   岩崎櫻

  

    

  7 日   淺野祐稀
  8 日   河島稜
10 日   日名洋
11 日   佐藤沙紀
 
 

13 日  泉水泰行
14 日  亀澤温翔  
15 日  横山由芽
15 日  矢崎心結
20 日  妹尾由紀子
20 日  中島求

2日   泉水恵子
3日   淺野恵子
4 日   横山菜月
  5 日　中島歩美
6 日   藤林把宇路

 

　私たちは今までのやり方を続けていてよいでしょうか。自分を
優先して、私は正しい、私はこうしたいと言い続けますか。私た
ちがつまずきを選び続けるなら人を傷つけます。しかし、私たち
が祈ればそれは世界中の人に届きます。私たちが自らの人生を変
えたいと願って行動するなら、そのプロセスに神様は奇跡をもた
らすことができます。
　つまずく道ではなく、神様のことばに聴き、自分の十字架を負っ
てイエス様のあとをついていきましょう。

  ：

　今年のテーマ『変貌・変遷』。すでに様々な変化の中で、周り
の人たちにも『変わる』事への不安や恐れが出てきているのを
感じることがあります。

　礼拝で『つまずきに気を付けなさい』と言われています。
今までの【私のつまずきパターン】に、何かよいことをする時、
自分だけで盛り上がり、仲間を置いてけぼりにしてしまうこと
があります。（それが『宇宙人』と言われる所以）
例えば、クリスチャン用語を使って失敗する事があります。こ
れも周りの状況を配慮することができないための失敗です。
その独りよがりの態度は、相手を直接傷つける言葉でなくても、
周りの人をつまずかせ、その結果、私の願っていない状況を引
き起こします。

　私は何度も失敗するけれど、今、私の中心には聖書の御言葉
があり、もどり続ける事ができます。先に赦された私は、周り
の人たちが『変わる』事への不安や恐れが出てくる時、その人
たちを置いてけぼりにすることなく、相手の心に寄り添い、【こ
こに主が共におられる、必ず元に連れ戻してくれる】ことを信
じて、共に変わるべきところを変え続けていきたいです。

創世記 28:15
『見よ。わたしはあなたとともにいて、あなたがどこへ行っても、
あなたを守り、あなたをこの地に連れ帰る。わたしは、あなた
に約束したことを成し遂げるまで、決してあなたを捨てない』
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唯恵 伝道師
西嵜 伝道師
西嵜 真由美
a河島 弘子
富岡 牧
岡本 英樹
眞砂 香和
横山 由芽

日名 陽子
藤原 友規子
澤口 建樹
中島 好正

聖 日 準 備

食 事
片　付　け
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日名ファミリー
（GHI）

芳栄ファミリー

各　自

        　 

主　日　礼　拝主　日　礼　拝

当たり前ではない
人の子の日に起こること

６次のへだたり

赦すために

つまずきと死体

昨日＋今日＝明日ではない

    

實金玄容

福田そら 村部香代子

永井証 岩崎まり子

藤村菜弥

泉水浩

坂本恭子

和田絵理沙 全本達正

岩崎櫻 中島栄子 高橋奈津江

永井匡史 金森将雄

浅本小百合

  　
 十字架と終わりの時」
「キリストの弟子の条件と約束 

ルカ １7：２０ - ３５
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16:30~ｻﾝﾃﾞｰｷｯｽﾞ
18:00~ﾕｰｽ礼拝

山本 麻美19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

チャーチミーティング
小林さん全体ストレッチ

誕生者お祝い

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

逃走中

イースター礼拝

セル祈祷会

横山 栄子


